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救急救命士が研鑽的に行う生涯学習

① 消防機関に所属する救急救命士に対しては生涯教育とし
て、一定時間の病院実習や、症例検討会・講習会等への
参加が規定され、実施状況が管理されている。

② 医療機関に勤務する救急救命士においても、特に救急救
命処置について最新の医学的な情報を得るとともに、常
に医療者としての自己研鑽を積むことが求められる。

③ 医療機関内・外での講習会や勉強会等への参加、救急隊
員シンポジウム等の学術集会への参加を継続して実行す
ることが望ましい。

④ また、医師の具体的指示のもと実施する救急救命処置に
ついて、実施回数が少ない場合には一定の研修を受ける
ことが望ましい。
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消防機関における
救急救命士の資格を有する救急隊員の生涯教育

2年間で 128 時間以上の教育
⽇常的な教育体制（80 時間相当）＋病院実習（48 時間以上）

を組み合わせて実施する
消防庁「救急救命⼠の資格を有する救急隊員の再教育について」

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/assets/201226kyu262.pdf 3



消防機関における救急業務に携わる職員の生涯教育の指針
Ver.１より

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento126_13_haihu5.pdf
消防庁「令和2年度救急業務のあり⽅に関する検討会報告書」

救急救命士から指導救命士へのレベルアップスキル各役割に応じた到達目標と基礎的な能力 
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指導的立場の救急救命士（指導救命士）
• 救急隊員の教育には指導救命⼠が中⼼的な役割を担う

消防庁「救急業務に携わる職員の ⽣涯教育の指針 Ver.１」

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento125_14_s
hishin.pdf
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医療機関に勤務する救急救命士の生涯学習・研修体制（例）

病院救命士業務開始

【各病院による新人研修】
業務手順、電子ｶﾙﾃ、診療報酬請求など

【救急救命処置実施前に受講する研修】

チーム医療・医療安全・感染対策

例）
生涯学習（民間救命士認定を目指す）
2年間で128時間の内容
・教育コースへの参加
・学術集会への参加

病院実習48時間を含む
・院内他部門での実習
・病院内他職種の実務見学 など

【院内の救急救命士に関する委員会による確認と認証】
病院救命士の処置の範囲・技術確認など
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【医療機関ごとに計画する教育の実施】

• ラダーシステムやチェックリスト等の活用
• 院内・外部の教育コースへの参加
• 学術集会への参加
• キャリアプランについても検討する



教育体制の例（クリニカルラダー）
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提供；一社）日本救急救命士会 日本病院救急救命士ネットワークWG

救急救命士の自立 救急救命士の指導や管理を担う救急救命士の育成

ラダーⅠ ラダーⅡ ラダーⅢ ラダーⅣ ラダーⅤ

役職 副係長／係長／主任等指導的立場 係長／課長等の管理職的立場

年数（目安） 1年目 2～3年目 4～5年目 6～7年目以上 10年目前後

一般外来

・ER受診の一連の流れを理解する
ことができる
・救急隊からのホットライン対応・外
線電話対応ができる
・軽症患者の対応ができる
・患者急変時に報告ができる
・医療安全の知識・技術を習得する

・医師、看護師と連携し、重症患者
対応ができる

・医師、看護師と連携しリーダー業
務ができる
医師・看護師・技術職と連携し、
チーム医療を実践できる
・医療安全を理解し周囲と連携し行
動できる

・医師・看護師と連携し症例検討会の
実施ができる

・ER運営会議（救急委員会など救命
処置の管理委員会）へ参画し、他職
種と連携してER全体の業務改善が
できる
・院内の医療安全委員会等に参加
する

医師事務作業補助

・医師事務作業補助者の資格を取
得する
取得後、先輩見守りの元オーダリン
グや診療情報提供書の作成等を実
施する
・個人情報の取り扱いができる

オーダリング、診療情報提供書等
の作成を実施できる

医師事務作業補助の資格について適
切に説明でき、後輩に指導ができる

資格の優位性を活かし他職と連携
し院内のマニュアル等の改定に参
画し業務改善が図れる

救急救命処置
・特定行為以外の救急救命処置が
実施できる
・救急救命処置録の記入ができる

・特定行為を含む救急救命処置が
実施できる
・特定行為以外の救急救命処置を
ラダーⅠに指導できる

・特定行為を含む救急救命処置をラ
ダーⅠ、Ⅱに指導できる
・救急救命処置録を管理できる

・救急救命処置に関して委員会で報告
できる
・処置に関してのインシデント報告が
できる

・救急救命処置に関して委員会にて
運営・対応できる

病院救急車運用
・軽症患者の搬送途上の患者管理
ができる

・緊急走行等の研修への参加
・救急車の運転ができる
・ラダーⅢ以上と一緒に急変対応が
できる

・緊急走行が行え、指導できる
・急変対応でリーダーシップをとるこ
とが出来る
・他院への引継ぎができる

・ラダーⅡ、Ⅲに指導することが出来
る
・病院救急車に関する運用マニュアル
をラダーⅤの指示のもと作成する事が
できる

・病院救急車の運用に関して院内、
院外との連携を図ることが出来る
・病院救急車に関する運用マニュア
ルを作成する事ができる

ドクターカー
・緊急走行が行える
・ドクターカー使用物品がわかる
・現場活動ができ、記録できる

・現場活動で他職種とコミュニケーショ
ンをとり活動できる
・物品管理ができる
・ラダーⅢへの指導ができる

・ラダー、Ⅲ、Ⅳに指導することが出
来る

救急外来業務
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